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い。そのかわり著者が随所でふれている共通の
傾向を横断的に確認しておこう。
徹底と混在
　ひとつは大規模性である。これは，健康が国
家のためと明確に位置づけられていることによ
る。個人の私的幸福の条件としての健康ではな
く，民族共同体の健康が目指されているのだか
ら，自ずと規模が大きくなる。これはつまり大
きな網がかぶせられるということであって，健
康の義務からほっておかれることがない。
　ふたつめは道徳的な不寛容さと排他性である。
タバコ撲滅運動においてナチスのモラリズム
は高度に発揮されたようである。禁酒運動（こ
れは成功しなかったようだが）においてもアル
コールと退廃が同一視され，道徳的に非難され
た。
　しかし，ナチスは一枚岩ではなかったようだ。
著者はタバコ撲滅運動における人びとの「反発」
的な動きについてもふれている。また，ナチス
の指導者たちの内部対立の存在も強調している。
たとえば医療のあり方について，ヘスは薬草療
法とホメオパシーのファンであり，ヒムラーは
自然療法の信奉者でドイツ国民を菜食主義者に
することを夢見たのに対して，ゲッベルスは近
代医学（それも公衆衛生的な）の立場に立った。
総じて，ナチスのイデオロギーには啓蒙とロマ
ン主義が混在しており，ニュルンベルク裁判で
明らかになった，残虐な人体実験をきわめて合
理的な態度でおこなう人たちがいた一方で，自
然回帰・伝統回帰の側面もあったという。ゲル
マン的伝統の復活という流れである。著者が終
始強調するのは，まさにこの混在である。ここ
では，残酷な人体実験と全粒粉パンの奨励が同
居していたのであり，そこにこそナチスが支持
されたヒントがある。
健康と道徳と国家
　もちろん健康と道徳と国家は本来まったく別
のカテゴリーである。しかし，この三者が強い
力によってリンクするときがある。ファシズム
がそうであろうし，戦争が国家の力を強くし総
動員体制を敷くときもそうである。アメリカに
も禁酒法の時代があったが，これも第一次世界
大戦の余波という側面を持っていた。戦時が三
者のリンクを強くするとは言えそうだ。
　では，現在の日本社会はどうなのだろう。原
著はともあれ，邦訳書はそういう含みで作られ
ているし，そういう読み方もされているはずだ。
現代日本は「健康帝国ナチス」にどこまで似て
いるのか。
　この問に対して，私は，ある意味でファシ
ズム時代に近いところはあるだろうとは思って
いる。しかし，それだけでないところが気にな
るのである。それはメディアの存在である。メ
ディアは本書においても脇役として幾度も登場
するが，主役はあくまでも医学である。しかし，
現代日本において，主役はメディアではないか
というのが私の仮説である。もちろん医学や公
衆衛生学とその影響圏は重要である。この点に
ついては，STSと呼ばれる科学技術研究や医療
社会学がしばしば問題にしている。しかし，メ
ディアが独自の現実を構築する側面は，語られ
ることが多いわりに批判的研究が未だに少ない。
早急の課題だと思う。
（ロバート・Ｎ. プロクター著／宮崎尊訳『健康
帝国ナチス』草思社，2003年9月，355+xviiip，
定価2310円）
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